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【スキャン設定】画面では、右記が表示されます。

Section 6	  Scan3D モード

Scan3Dモードでは３Dデータを見ることができます。

グリッドは30×30、60×60、60×120cmのサイズから
選ぶことができます。

グリッドシートは製品に付属しているものを使用するか、
自分で描くなどして作ります。

描く場合は、上記3つのグリッドサイズから作成してくだ
さい。

グリッドラインは５cm間隔で描いてください。

1.	 グリッドシートをコンクリートにしっかりと動かないよ
うにテープなどで貼ってください。注意：３D測定には通
常の密度でのスキャンを推奨します。

2.	 	Scan3Dモードで、【スキャン設定】 を押して３Dモー
ドの詳細設定に進みます。

3Dモード詳細設定

グリッド
30×30、60×60、60×120cmのサイズから選ぶことができます。

お持ちのグリッドシート、測定面に合わせて選択してください。

オートターゲット

詳細設定

比誘電率
比誘電率の設定を行います。より正確に綺麗な３Dイメージを測定するために
必要な設定です。

現段階Offにする事を推奨します。2016/9
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深度
10,20,30,40,50cmから測定する深度範囲を選んでください。 
ご希望の測定深度より少し深めに設定されますことを推奨します。

壁厚など深さが分からない場合は、50cmから測定する事をおすすめします。 
壁厚などが分かる場合は、厚みプラス10cmの設定が推奨設定です。

【メニューを閉じる】を選び、 【スキャン】を選びます。

バンドパスフィルター
Onに設定するとデータのノイズが取り除かれます。

視点
中心・右・左・上・ラインスキャン（2D）と画面表示を切り変えることができます。

中心

上

右

ラインスキャン

左

カラーテーブル
画面（波形・測定データ）の色調を設定できます。 
カラーテーブルは６つあります。初めての方は【１】が推奨です。

1

5

3

2

4

6
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グリッドシートの使い方・3D測定

1.	 X方向の一つ目のライン（太い線）にレーザーの向きを当ててください。

2.	【実行】（決定ボタン）を押し、X方向（ライン1）の測定開始します。

レーザーの正しい位置

X方向探査

3.	 本機をグリッドシートの先にまっすぐ沿わせながら線から少しは み出るくらいま

で走らせてください。測定ができれば２回音がなります。音がなるまで次の動作に移らないで
下さい。

4.	 次のラインを測定します。ライン2にレーザーを合わせ、 
【実行】（決定ボタン）を押し、3の手順と同じように測定します。

ライン1の測定が終わり、
ライン２が表示されている状態

ライン番号

測定ライン
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5.	 	X方向の測定が終わると、そのままY方向の測定に移ります。

6.	 X方向もY方向も測定完了しましたら、 
詳細設定から【グリッドを閉じる】を選んで測定を終了します。

Y方向探査

3D測定中の画面と、特定ライン測定やり直しについて

1.	 データ測定中の画面です。 
一番上のバーには測定中のライン番号が表示されているので、 
測定ミスを防ぐことができます。　　

測定中のライン番号

2.	 もう一度測定をやり直したい場合、修正したいライン【次のライン/前のライン】を選び、 
再測定します。
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5.	 	再生したいデータ　にチェックを入れます。 
を押し、 【再生】を押します。

6.	“グリッドを読込み中”という文言が表示され、 
3Dデータが表示されます。

3.	【再生設定】を 押します。

測定結果を再生

1.	 測定完了後、【グリッドを閉じる】を押すと、 
Scan3Dモードの【スキャン設定】画面に戻ります。

2.	 さらに操作ボタンで を押し、Scan3Dモード
のメインメニューに戻ります。

メインメニュー

4.	【ファイル】 を押し保存したデータファイルを表
示させます。

指でスクロールすることで素早くファイルを選
択することが可能です。

トリガーボタンを押すことで、日付の昇順/降順
を切り替えることが可能です。
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3Dデータの分析

メニューバー（詳細設定）に以下の選択技が表示されています。

3D画像のスライス幅を選ぶことが可能です。 
薄い（1cm幅）、厚さ（4cm幅）、厚い（全深度/0～最深部の間まで任意）が選べます。

18段階からお選びいただけます。ある特定の場所を強調されるときなどに便利です。

中心・右・左・上・ラインスキャン（2D）と画面表示を切り変えることができます。

上

左

中心

ラインスキャン

右

スライシングスバー

タッチで動かせます。



ストラクチャスキャン SIR-EZ XT
取扱説明書

27

vol.0.0.0.2- XTver1.3.0

２Dと３Dのラインを一つ一つ見ることができます。 
選択しているラインは画面の左上に表示されています。

スクリーンショットでPNG画像を保存できます。

カーソルをOnにされますと、 
黄色の十字線をタッチで操作できるようになりま
す。

スライシングバーを上下ボタンで動かすことが 
可能です。
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Section 7	  データの転送と削除について

1.	【再生】を選ぶと下記の画面が表示されます。

2.	 本機にUSBを差し込みます。

3.	 操作ボタンか指でタッチして転送または削除したいファイルを選んで、 
チェックマークをつけてください。

このセクションではデータの転送と削除について説明しております。 
【再生】画面を開きます。

指でスクロールすることで素早くファイルを選
択することが可能です。

トリガーボタンを押すことで、日付の昇順/降順
を切り替えることが可能です。

4.	 ファイルを選び、 を二回押します。操作一覧の中から行いたい項目選びます。
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Section 8	  DualScanモード

このセクションではDualScanモード（デュアルスキャ
ン）について説明しております。 
DualScanモードは、１画面で、２つの波形データを並べ
て見ることが可能で、比較することが容易になります。

このモードは、対象物の位置の違いの判別する際に利用し
てください。

※デュアルスキャンは、UIモードでアドバンスに設定している時のみ

使用可能です。

DualScanモードは、参照となるベースファイルを選択し、設定する必要があります。

選択中のプロジェクトに2Dデータが保存されていない場合、DualScanモードで新しい
ベースファイルを測定（スキャン）することが可能です。

選択中のプロジェクトに2Dデータが保存されている場合は、どのファイルをベースファ
イルにするか選択が必要です。

下記のイメージは、スキャン設定の画面です。左上の端に、Base:XXXと表示されていま
す。

これは、ベースファイルが設定されていない状態です。ファイルから選択するか、スキャ
ンして新たなファイルを測定する必要があります。

DualScanモードは、ベースと呼ばれる参照ファイルを選定し、新たに別のファイルの
データを測定して比較します。まず、ScanMaxモードをお使い慣れた上で、DualScan
モードをお使い下さい。

データの測定とベースファイルの選択設定について

選択中のプロジェクト内に
データが存在しない場合の
み測定可能です。

DualScanモードをご使用の際は、 

空の（新規の）プロジェクトに変更するまたは、 
プロジェクトを空にすることを推奨しております。 

※ ファイル消去については、Section８をご覧ください。
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1.	 DualScanの【スキャン設定】 ＞ファイル を開きます。

2.	 ファイル内に【利用可能なファイルなし】を確認し※、【スキャ
ン設定】画面に戻ります。 
※確認を行わないと【スキャン】が開始できません。ご注意ください。

3.	【スキャン】を選択してベースファイルを測定します。 
このとき、レーザー位置を、コンクリート上にマークし、測定
開始位置が揃うように注意します。

4.	 測定後、【ファイル閉じる】を選び保存して、スキャン設定画面に戻ります。※新しいファイルを選択

しないようにしてください。

5.	 測定開始の位置をベースファイルと合わせて、データの測定を始めてください。 
ベースファイルは下に表示されます。 
比較ファイルが、ベースファイルよりも長くなる場合も、測定は可能です。 
ベースファイルには、ゼロ振幅のダミーデータが表示されます。　

6.	 ベースファイルは、連続して比較ファイルを測定した場合も使われます。　

データ比較の流れ

プロジェクト内にデータがない場合 （プロジェクトを新規で始める場合）

ベースファイル

比較ファイル
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1.	 DualScanの【スキャン設定】 ＞ファイルを 開きます。

2.	 ベースファイルにしたいデータにチェックを入れます。 
ベースファイルは緑色のチェックマークになります。 
選択したファイルが、左上に、Base:ファイル名として表示さ
れます。

3.	 スキャン設定 をクリックして、スキャン設定画面に戻り
ます。

4.	 スキャンをクリックし、比較するデータを測定します。ベースファイルは、下に表示されます。

比較ファイルが、ベースファイルよりも長くなる場合も、測定は可能です。 
ベースファイルには、ゼロ振幅のダミーデータが表示されます。

既存データがある場合

ベースファイル

比較ファイル

プロジェクト２内

比較ファイルが002

ベースファイルが001
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DualScanモード データの再生について

DualScanモードもしくは、他の２Dモードで測定し保存された２DデータをDualScan
モードを使用し、比較再生できます。

どのファイルをベースファイルにするか設定が必要になります。

1.	 DualScanの【再生設定】 ＞ファイル を開きます。

2.	 ベースファイルにしたいデータにチェックを入れます。 
ベースファイルは緑色のチェックマークになります。 
選択したファイルが、左上に、Base:ファイル名として表示されます。

3.	 比較したいファイルにもチェックを入れます。（白色、複数可）

4.	【再生】 を押します。
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XT ver1.3.0 注意点
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Appendix A	  比誘電率について

深度を求めるには、その媒質の固有にもつ比誘電率εrを装置に設定する必要があります。 
一般的なコンクリートの比誘電率は６～８となり、この範囲の数値を設定します。
※乾燥すると小さく、含水量が多いと大きくなります

電磁波レーダは深さを記録しません。レーダがアンテナから輻射（パルス）され、媒体にぶつ
かって返ってくるまでの経過時間を記録しています。輻射されたレーダがどのくらいの速
度で進んだか計算することで、地表から対象物までの深度がわかります。

比誘電率とは

深度について

ScanEZモード コンクリート 比誘電率

比誘電率

コンクリートの種類 比誘電率 コンクリート打設後の経過時間 備考

強乾燥 4.59 5 年+ 最も乾燥している

弱乾燥 6.25 １年以内 殆どのコンクリート

弱湿潤 7.44 3～12ヶ月

中湿潤 9 1～3ヶ月 水面下のスラブ
 (プールや貯水タンクなど)

強湿潤 14.06 1ヶ月未満

Chapter 2	その他

材　質 比誘電率
真空 1
空気 1

発泡スチロール 1
ポリスチレン 2.4 - 2.7
雪（かたまり） 1.4
清水氷 4
海水氷 6

御影石（乾燥） 5
御影石（湿潤） 7

材　質 比誘電率
石灰岩（乾燥） 7
石灰岩（湿潤） 8
頁岩（湿潤） 7
砂岩（湿潤） 6
砕石 5 - 9

砂（乾燥） 3 - 6
砂（湿潤） 10 - 25
土（乾燥） 2 - 6
土（湿潤） 10 - 30

材　質 比誘電率
関東ローム（乾燥） 2 - 5
関東ローム（湿潤） 10 - 40

永久凍土 6 - 13
アスファルトコンクリート 4 - 6
コンクリート（乾燥） 4 - 6
コンクリート（標準） 6 - 8
コンクリート（湿潤） 8 - 20

海水・清水 81
導体 ∞
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Appendix B	  技術仕様

製品名 ストラクチャスキャン

型式 SIR-EZ XT

測定方式 電磁波レーダ方式

測定対象物 鉄筋、塩ビ管、電線管(オプションユニット)、空洞等

測定深度 2～400mm

測定レンジ設定 10,20,30,40,50cm

アンテナ中心の周波数 2.7GHz（2,700MHz）

比誘電率設定範囲 2～20

測定距離（一回の走査） 無制限

最大走査速度 約3m/s(従来品の約8倍)

データ保存 内蔵メモリ14.5GB

外部接続・出力 PC(専用ソフト必要)、JPEG画面保存、USB、wifi出力（予定）

電源 バッテリー駆動（2.5時間但しLED低照度）	
※充電器にはバッテリーリフレッシュ機能付き

寸法 約157(W)×184(H)×236(D)mm

重量 約1.8kg（バッテリー装着時）

車高 8mm

表示のサイズ 6.5インチ

ディスプレイ解像度 1024×768

使用温度 -20℃～40℃

保存温度 -20℃～60℃

相対湿度 95%以下

保護等級 IP65
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関西オフィス
〒651-0083 兵庫県神戸市中央区浜辺通5-1-14 神戸商工貿易センタービル11F
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